
第１部 １３：１５～１５：００

第２部 １５：２０～１６：２０

野一徳× 島崚輔

画「Most Likely To Succeed」上映会

熊本大学教育学部准教授 芦屋市長

映画の紹介はこちらから

＊スマートフォンを活用した参加方式のため、当日スマートフォンをご持参ください。

https://www.city.ashiya.lg.jp/kyoiku/
gakkoukyouiku@city.ashiya.lg.jp

0797-38-2087

主 催 芦屋市教育委員会

事務局 学校教育改革推進室

パネラーのプロフィール等はこちらから

Ashiya

P・E・A・C・E

オープニング １３：００～１３：１５

事前申込はこちらから
１２月２５日（月）〆切
※募集人数に達した場合、期日前に申込みを終了します。
※警報等発令した場合に、中止する可能性があります。
メールまたは、ＨＰでお知らせします。



Ashiya

P・E・A・C・E

髙島 崚輔（たかしま りょうすけ）
1997年2月生まれ
灘中学校、高等学校卒業（生徒会長）
東京大学、ハーバード大学に入学（環境
工学専攻、環境科学・公共政策副専攻）

休学中に世界の都市を訪れまちづ
くりを学ぶ。
2016年〜NPO法人留学フェロー
シップ理事長に就任
文部科学省、柳井正財団、江副記
念リクルート財団と協働し海外留
学と進路開拓を支援
県立高校国際教養科の新しいカリ
キュラムづくりを有識者として支
援
2017年 外務省・経済産業省にて
インターンシップ
2019年 芦屋市役所企画部政策推
進課にてインターンシップ

2022年 ハーバード大学を卒業。公

文教育研究会学習者アドバイザーとし
て全国の小中学生の学びを支援（2022年7月〜
2023年2月）
2023年 歴代最年少26歳で芦屋市長に

映画「Most Likely To Succeed」上映会
「Most Likely To Succeed」は、「人工知能 (AI) やロ
ボットが生活に浸透していく21世紀の子ども達に

とって必要な教育とはどのようなものか？」という
テーマのドキュメンタリー映画です。 2000年にカリ
フォルニア州サンディエゴに開校したHigh Tech High

では何をどれぐらいどう教えるかは教師の裁量に任さ
れています。教科書や試験、成績表がありません。生
徒たちはクラス単位でプロジェクト学習に取り組み、
学期末に一般公開される展示会のための作品制作での
失敗や成功を通じて人間的にも成長をしていく様子が
ドキュメンタリー映画して描かれています。

来場者参加型トークセッション
＊スマートフォンを活用して会場の皆様からご意見やご質問等を受けながらトークを進行していきます。当日スマートフォンをご持参ください。

苫野一徳× ×髙島崚輔
苫野 一徳（とまの いっとく）
1980年2月生まれ 哲学者・教育学者
芦屋市立岩園小学校、関西学院中学部・
高等部、早稲田大学教育学部卒業
早稲田大学大学院教育学研究科修士課程
・博士課程修了 博士（教育学）
主な著書に、『どのような教育が
「よい」教育か』（講談社）、
『勉強するのは何のため？』（日
本評論社）、『教育の力』（講談
社現代新書）、『「自由」はいか
に可能か』（NHK出版）、『子ど
もの頃から哲学者』（大和書房）、
『はじめての哲学的思考』（筑摩
書房）、『「学校」をつくり直す』
（河出新書）、『ほんとうの道徳』
（トランスビュー）、『愛』（講
談社現代新書）、『未来のきみを
変える読書術』（筑摩書房）、『学
問としての教育学』（日本評論社）
などがある。
2020年より、熊本市教育委員
2021年より、経済産業省産業構造審議会「教育イ
ノベーション小委員会」委員
全国の多くの自治体・学校のアドバイザーを歴任
している。


